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しんてんGLI' うかい

新展示紹介

e かぷ うえ

切り株の上1さ、
いごこち

居心地がいい
あたら てんじしつ なか

新しい展示室の中に、
ほん きさかぶ すわ たかやく

1本の大きな木の切り株がでんと座っています。高さは約
ねもと ちょつけい やく

2m 、根元の直径は約1.8m

的享箪（讀蕎1350m)

さたてやますざ よ たてやま

あります。この木は立山杉と呼ばれるスギで、立山の
きょか はこ

から許可をもらって運んできたものです。

吻り保の王には紺紺がたくさん生ぇる
かぶうえ えだおお いろはな さ

株の上には、枝が大きくたわんだヤマウルシの木やピンク色の花を咲かせるイワ
しろばな つざせだい ;,. ,.. たてやますぎ

ウチワ、白い花をつけたチゴユリ、もちろん次の世代として脊つであろう立山杉な
ま

どが、 すき間なくびっしりと生えています。

そのわけは？
じめん かぶうえ あか はやし ？ぇ した

地面よりも株の上のほうが、いつも明るいからです。林の中は、上ほど明る＜ 下
くら せたかきくさかげ じめん くらばしょ せ

ほど暗くなっていて、背の高い木と草の陰になる地面はもっとも暗い場所です。背
ひくしょくぶつなか くら た おお うんよあか

の低い植物の中には、この暗さに耐えられないものも多いのですが、運良く明る
ばしょめば いのこ

い場所に芽生えることができると、そこで生き残ることができます。
ふゆ つゆさかんぜん はる

さらにこの保丘、冬に 4 m も積もる雪に完全にうまってしまいますが、春になっ
ゆき かぷ はやかお きかぶうえ

て雪が少しずつとけてくると、株のてっぺんが一早く顔を出します。切り株の上に
はる はや おとず

は春が早く訪れ

るというわけで
さ かぷ ・うえ

す。切り株の上は、
しょく ぶつ せいちょう

植物の 生長に
じょうけん

いい条件がそろ

っているのです。

たてやますぎ き かぷ

立山杉の切り株
おおた
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